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人
と
人
の
絆
を
大
き
く 

船
橋
会 
会
長 

妹
尾 

廣
子 

青
葉
が
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、船
橋
会
の
役
員
改
選
に
当
り
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

前
会
長
、
佐
藤
四
郎
さ
ん
は
、
名
誉
会
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
的
に

邁
進
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
在
任
中
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
も
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
、
町
の
人
と
人
の

顔
が
み
え
る
絆
の
輪
が
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。 

防
犯
防
災
・
高
齢
者
の
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
地
域

の
学
校
と
の
協
力
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
等
支

え
合
い
な
が
ら
絆
を
広
げ
た
く
思
い
ま
す
。
町

会
の
行
事
に
ご
参
加
い
た
だ
き
元
気
な
船
橋
の

町
づ
く
り
を
地
域
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
進
め
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

船
橋
４
丁
目
住
宅
自
治
会 

会
長 

稲
垣 

俊
雄 

こ
の
４
月
に
１０
ヶ
月
の
会
長
代
行
を
経
て
、
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。 

私
は
こ
の
団
地
を
こ
れ
か
ら
も
よ
り
安
全
で
、
住
み
よ
い
、
き
れ
い

な
楽
し
い
団
地
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

防
犯
防
災
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
他
団
地
の
向
上
に
つ
な

が
る
事
を
い
ろ
い
ろ
と
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

集
会
所
を
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
も
っ
と
活
用
し
た
い
。
絵
や

写
真
の
展
示
、
お
茶
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
も

考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
各
棟
に
は
、

広
い
庭
が
あ
り
思
い
思
い
の
花
や
ハ
ー
ブ
や
果

物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
り
す
が
り
の
方

も
足
を
止
め
て
眺
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
は
、
バ
ラ
や
あ
じ
さ
い
が
き
れ
い
で
す
。
ど

う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し
て 

千
歳
台
廻
沢
町
会 

会
長 

吉
田 

仁 

町
会
自
治
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
町
会
自
治
会
の
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
我
が
町
会
内
に
は 

公
園
が
１０
ヶ
所
、
畑
も
多
く
緑
豊
か
な
環
境
で

す
。
行
事
は
４
月
初
旬
に
花
祭
り
、
７
月
中
旬

に
盆
踊
り
、
９
月
中
旬
に
秋
祭
り
、
さ
ら
に
防

災
訓
練
は
地
域
の
小
学
校
を
拠
点
と
し
て
町
会

一
体
と
な
っ
て
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
人
と
人

と
の
絆
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て 

希
望
ヶ
丘
団
地
自
治
会 

会
長 

柏
倉 

正
勝 

今
年
は
希
望
ヶ
丘
団
地
自
治
会
が
結
成
さ
れ
て
四
十
年
に
な
り
ま

す
。
居
住
者
の
高
齢
化
率
は
３８
％
と
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
近
隣
地
域 

と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
当
団
地
自
治
会
は
、

区
と
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
非
常
時
に
備
え
、
防
災
訓
練
や

勉
強
会
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
心
し
て
長
く
住
め
る
団
地
を
目
指
し
て
居
住

者
と
一
緒
に
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

旧希望丘中跡地活用に伴う意見交換会(第２回)の報告 

住みよい街の将来像をみんなで描く 
毎日、生徒の元気な声が響く船橋希望中学校。来年４月には

新校舎(旧船橋中学校跡地)へ移転し、この土地は「旧希望丘中学

校跡地」となります。跡地の活用方法について話し合うために、

４月２０日(土)、船橋希望中学校体育館(格技室)で意見交換会(第

２回)が開かれました。 

出席者は地域の代表３０人、区職員１３人。傍聴者の多さに、

関心の高さがうかがわれました。今回から希望丘土地区画整理

組合役員の高橋久一さんが地区の代表に加わり、希望丘土地区

画整理組合が区の要請に応じて学校用地として土地を提供した

経緯と換地のご苦労を話されました。 

また、地区の代表からは主に次のような意見が出されました。 

① 既存校舎を活かしてほしい。 

② 特別養護老人ホームにこだわらず元気な高齢者を増やす施

設を造りたい。 

③ この地区は低年齢人口が急増しており、しばらくは人口急増

期が続く。人口が落ち着いた段階で本当に地区にとって必要

な利用法を考えることが最良の道ではないか。 

④ 生徒数が増えている船橋希望中は、新校舎での教室数、校庭

使用に支障がないのか。既存校舎も活用してはどうか。 

⑤ 青年の居場所をつくってほしい。青年が必要とされる場所が

ほしい。また、青年施設の運営に青年を関わらせてほしい。 

⑥ かつて農村だった地域の風景を生かし、緑を残してほしい。 

⑦ 築１８年の芦花ホームに漏水があり老朽化していると聞い

て驚いている。設計に問題があったのではないか。 

⑧ 既存校舎を利用する場合、保育施設については幼児の安全対

策に十分配慮してほしい。 

 

次回の意見交換会(第３回)は、９月に開催される予定です。 

居
住
環
境
の
向
上
に
向
け
て 

フ
レ
ー
ル
西
経
堂
自
治
会 
会
長 

駒
井 

澄
子 

フ
レ
ー
ル
西
経
堂
自
治
会
は
、
皆
が
安
心
安
全
に
住
め
る
よ
う
、
Ｕ 

Ｒ
の
自
治
協
に
も
参
加
し
家
賃
交
渉
も
含
め
、 

居
住
環
境
の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
の
町
会
、
自
治
会
と
の
連
携
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
８
月
１７
日
（
雨
天
は
翌
日
）

に
は
夕
涼
み
会
を
開
催
し
ま
す
。
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

子
供
が
主
役
の
学
校
づ
く
り 

世
田
谷
区
立
船
橋
小
学
校 

校
長  

臼
井 

潤
一 

今
年
度
よ
り
、
船
橋
小
学
校
の
校
長
と
し
て
着
任
を
い
た
し
ま
し
た
、

臼
井
潤
一
と
申
し
ま
す
。
全
教
職
員
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
が
創

り
上
げ
て
き
た
船
橋
小
学
校
の
素
晴
ら
し
い
教
育
活
動
を
、
さ
ら
に
、

充
実
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
私
は
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
実
践
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
校
こ
そ
が
、
子
供
た
ち
の
思
い
や
願
い
を
実

現
で
き
る
『
子
供
が
主
役
の
学
校
』
と
考
え
、
自
ら
の
教
育
に
責
任
を 

も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、『
教

職
員
が
高
め
合
う
学
校
』
、
『
保
護
者
・
地
域
と

と
も
に
子
供
を
育
て
る
学
校
』
づ
く
り
を
目
指

し
、
子
供
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

船
橋
葭
根
会 

会
長 

花
形 

利
夫 

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
う
っ
と
う
し
い
天
気
が
続
く
日
々
、
こ
の
度
、

船
橋
葭
根
会
の
総
会
の
役
員
改
選
で
吉
崎
会
長
の
後
を
受
け
て
、
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
花
形
利
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
少
々
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す

の
も
前
会
長
の
吉
崎
さ
ん
は
当
町
会
の
た
め
労
を
惜
し
ま
ず
、
地
域
町
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
て
後
任
の
私
の
よ

う
な
も
の
が
受
け
継
い
で
い
け
る
か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
実
の
と 

 

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
。 

で
も
や
む
な
く
、
役
員
各
位
か
ら
推
さ
れ
お
受

け
い
た
し
ま
し
た
。
受
け
た
か
ら
に
は
微
力
な
が

ら
皆
様
と
共
に
、
住
み
や
す
く
安
心
し
て
く
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ご
挨
拶 

 

新
任
の
方
に
は
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
抱
負
を
、
継
続
の
方
に
は
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



 
    

地域のお知らせ (スケジュール) 
7/  6(土) 船橋小学校避難所運営訓練 船橋小学校 

13(土) ふなっ子夏まつり 船橋小学校 
20(土)・21(日) 千歳台廻沢盆踊り大会 千歳台廻沢神社 
20(土)・21(日) 希望ヶ丘団地夏まつり 希望ヶ丘団地広場(テニスコート)周辺
20(土)～31(水) ラジオ体操 塚戸小学校・千歳台小学校・廻沢南公園
21(日)～31(水) ラジオ体操 西経堂児童遊園 
21(日) ちとふなまつり“夏” 千歳船橋駅前広場(主催:千歳船橋商店街振興組合)

22(月)～31(水) ラジオ体操 船橋神明神社 
8/  3(土) 親子バス見学会（ごみ減委員会） 中央防波堤ごみ処分場 他 

5(月)～9(金) さぎ草展示 船橋まちづくりセンター 
16(金)～25(日) ラジオ体操 希望ヶ丘団地広場(テニスコート) 
17(土) フレール西経堂夕涼み会 フレール西経堂第一集会所前 
18(日) ちとふな盆踊り 千歳船橋駅前広場 
31(土)～9/1(日) 希望丘小学校避難所宿泊体験訓練 希望丘小学校 

9/  7(土)・8(日) 千歳台地区秋まつり 千歳台廻沢神社 他 
14(土)・15(日) 美稲祭 千歳丘高校 
28(土)・29(日) 船橋地区秋まつり 船橋神明神社 他 
28(土) 千歳台地区地域運動会 千歳台小学校 

10/  5(土)・6(日) 大東祭 大東学園高校 
6(日) 船橋会防災訓練 船橋小学校 

20(日) 古着古布回収・フリーマーケット 管内６ヶ所･千歳船橋駅前広場（フリマ）

大東学園高校 生徒会の皆さんにお聞きました 

１５分の校外美化活動で 45ℓごみ袋 3 つ！！ 
今年３月、青少年船橋地区委員会の環境整備部会情報交換会が開催され、その中で大東学

園高校生徒会から地域にポイ捨てされるごみの多さについて報告がありました。５月３１

日、日頃より校外美化活動をされている生徒会の環境委員会に取材させていただきました。

環境委員会では年間を通して校外美化活動を実施していて、5 月は計 4 日間、昼食後の

１５分間、60 名の環境委員が船橋の街をきれいにしてくださいました。 

感想をお聞きすると「活動を通して環境に対しての意識が上がりきれいになることに喜び

を感じる。」「千歳温水プールの警備員さんが『お疲れ様！』と声をかけてくれるのがうれし

い。」など、素直な声が聞かれました。また「前日に拾った道 

になぜまた大量にごみが捨てられているのか不思議。」「拾うご 

みの中の多くはたばこの吸い殻なので、大人の意識はどうなっ 

ているのかと思う。」など率直な意見もありました。 

美化活動の範囲は環八沿いの歩道(神戸屋レストランからデ 

イリーヤマザキまで)と学校周辺の船橋７丁目界隈。ごみが多 

いのは環八、希望丘公園に隣接しているからでしょうか？ 

高校生の活動に感謝の気持ちを持つとともに、まちに住む 

大人、まちに来る大人たちのマナーに課題を感じます。高校 

生が貴重な昼休みや放課後を利用して美化活動をしているこ 

とを多くの方に知っていただき、ポイ捨てへの抑止力につな 

げていければと思います。 

（ごみ袋及びごみの処理にかかる費用は学校が負担しているそうです。） 

＜お詫びと訂正＞ 
ミニコミ「ちとせ」特集号におきまして、誤植がございました。

心よりお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます。 

①表面の表題部 [誤]砧村 ⇒ [正]千歳村 

②裏面１段目２４行目 [誤]池田文衛さん ⇒ [正]池田門兵衛さん 

③裏面３段目後ろから６行目 [誤]人家もまばらな湿地帯でしたが 

⇒ [正]人家もまばらで一部湿地帯がありましたが 

船橋まちづくりセンター職員人事異動 
転出 内舘 亜希 世田谷総合支所生活支援課へ 

転入 嶋田 紀雄 上町まちづくりセンターより 

 三原 冴子 新規採用 

出張所嘱託員-６月１日付- 

転出 小川 典子 喜多見まちづくりセンターへ 

転入 山田 弘子 喜多見まちづくりセンターより 

『パンドラの箱』を開けて震災対策を 
成城消防署千歳出張所 所長 渡邉 保司

今、地域の皆さんの一番の関心事は、明日にも起こるかも知れない「大

震災への対策」ではないでしょうか。先日、ある町会で、『消防署は、“い

つも助けてやるぞ”と高飛車だ。』というご意見を聞きました。消防署が

地域の皆さんにそのように映っているとすれば、それはまさに【パンド

ラの箱】です。 

実は、消防隊は震災時に皆さんの要請に応えて 

すべての火災現場や救助、救急現場に出動するこ 

とは凡そ、不可能なのです。 

この箱を今、消防署が開けさせていただきます。 

この箱を開けて、まずは、ご自分が生き延びて、 

次にご家族や隣近所の方を救う「自助共助」に徹 

していただきたいのです。これが地域の皆さんへ 

の私からのご挨拶と一番のお願いです。 

船橋あんしんすこやかセンター 
平成２５年４月１日から私ども社会福祉法人ノテ福祉会が世田

谷区から委託を受けて、船橋あんしんすこやかセンターが新たに

スタートしました。職員一同、船橋・千歳台地区の相談窓口とし

て地区住民の方々が安心して暮らしていけるよう頑張っていきま

す。どうぞ宜しくお願い致します。 

＜職員紹介＞ 

○管理者兼主任介護支援専門員 種田 淳一 

「お気軽にご相談ください。お待ちしています。」 

○保健師 真保 雅子 

「健康面で気になることがありましたら、ぜひご相談ください。」 

○社会福祉士 竹井 修一 

「見守りコーディネートを行っています。興味のある方はお声 

かけください。」 

○介護支援専門員 板橋 まり子 

「ご本人と共に考えていく介護サー 

ビスを提供したいと思っています。」 
 

船橋あんしんすこやかセンター 
世田谷区船橋１－４４－５ ２階 
電話 ３４８２－３２７６ 
ＦＡＸ５４９０－３２８８ 

船橋あおばまつり 
第１０回船橋あおばまつりが６月２日（日）に開催されました。今年

は家族づれも多く往き来が困難な程、舞台では大東学園の和太鼓で始ま

り、お囃子と獅子舞・獅子の口からは飴が飛び出し子供達が飴を拾い集

め楽しそうでした。その後千歳丘高校の吹奏楽部演奏を多くの方が観賞

していました。館内では平成９年頃の千歳船橋駅周辺の模様を映し、懐

かしい踏み切りと店舗で思わず周りからも声が出ていました。また森繁

久彌氏生誕１００年を記念しての工夫を凝ら 

した展示。ものづくりでは新聞紙で作る帽子 

はパリコレの様。また観音堂・厨子は船橋地 

区の歴史、吉良氏の配下であったことを知る 

機会に。４００～５００食を完売した模擬店 

もあり、盛んで見ていて楽しいおまつりでした。 

<編集委員紹介> 顧問・駒井澄子 

齋藤和子 ・ 松園伸子 ・ 野原理永 ・ 古我照彦 ・ 榛澤圭子 
佐藤智恵 ・ 内山友子 ・ 岡崎京子 ・ 宇都宮美和 ・ 濵中明子 
小林サヨ ・ 中村サタ子(新人・船橋４丁目住宅自治会) 
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こんにちは・砧総合支所・健康づくり課です 

お口の健康について考えてみましょう！ 
ひと口３０回以上噛んで食べることを目標とする「噛

か

ミ

ング３０(カミングサンマル)」をご存知ですか？ 

「噛
か

ミング３０のうれしい効果」 

○肥満防止(満腹感が得られ、肥満防止に役立つ) 

○唾液の分泌を促す(口の中がきれいになり 

虫歯や歯周病の予防になる) 

○消化吸収を高める(食べ物を細かくして 

から飲み込むことで胃腸への負担が減る) 

○脳の働きが活発に(脳の血流がアップし反 

射神経や記憶力、集中力、判断力が高まる) 

○言葉の発音がキレイに(顔の筋肉や舌が鍛えられる) 

○表情がイキイキする(表情筋が鍛えられ、若々しい表情に) 

よく噛んで食べましょう！ 

健康づくり課 ☎3483-3161 

<船橋会>
於:池田児童遊園,

船橋地区会館,能勢公園 

点字ブロックを大切にしましょう 
町や駅のホームで見かける黄色い「点字ブロック」。「点字ブロック」は視覚障害者が安全

に自立歩行するために設置されています。「点字ブロック」には「点状ブロック」「線状ブロ

ック」などがあり、位置や方向を表示しています。この「点字ブロック」の上に自転車を止

めたり、店の看板などの物を置いたりすることは、視覚障害者の安全な歩行を妨げる危険な

行為です。みんなで「点字ブロック」を大切にしていきたいと思います。 

＊ショートヒストリー＊ 点字ブロックは日本から世界へ！ 

「点字ブロック」は岡山県の「町の発明家」三宅精一さんが私財を 

投じて考案され、「点字ブロック」と名付けて普及に努められました。 

第一号のブロックは昭和４２年に岡山県立盲学校近くの国道に設置 

され、その翌年には都立久我山盲学校(現在の都立久我山青光学園)と 

最寄り駅の京王線・千歳烏山駅などに設置されました。「点字ブロック 

」は視覚障害者の利用が多い学校・駅・街を中心に広がっていき、今 

では広く世界各国に設置されているそうです。昨年は日本がリードし 

て国際規格ＩＳＯも取得、世界に誇る発明です。 


